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地域では ，昭和55 年6 月以降，ほぼ毎年のように
群発地震が発生しており，今年に入ってから も ，
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もの (A ) と，その北西部 に集中す るもの( B ) とが
認められる。そして ，伊豆大島との 中間あたり( C)
に活動域が認められる。
過去の例と比べ ると，Aは昭和58 , 59年の活動 ，
Bは55 , 58年の活動 ，そして Cは63年つまり 今年




第 3 図は，第 2 図の実線で囲んだ領 域に おける
震源の南北距離の 時間変化を示したもの であるが，
これをみ ると群発地震は空 間的に 一 様に発生して
いるのではなく ，震源が移動してい る ことがわか
る。とくに27 日から29 日にかけて，A の中で毎時
数十cm- 1 mの速度で東南東 方向に移動 し，C に
ジャンプした後，北側の B でM5. 2を含む規模の
大きい地震が頻発してい るのは，今回の活動 パタ
ーンを知 る重要な手がかりにな るであろう。
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第 3 図
コ ロ ンビア国の火 山噴火予知研 究に協力
1985年11月 ， 南米コロンビア国のネバ ド・デル
・ル イス火山( 5 ,40 0m)は ，140 年ぶりの大爆発に
より ，死者 ・行方不明24, 740 人に達する，世界の
火山災害史 上4番 目の大災害を起 こした。
コロンビア政府は，昨年の防災技術 セミナー に
参加した，J .  D . ペ ーニヤ氏（ル イス火山災害
復興基金）を通じて ，ル イス火山を中心とした火
山噴火予知技術の向上のため ， 当センタ ー の職員
の派遣を要 請してぎた。
このため ，6月25 日から7月 9 日の間 ，久保寺









当面 の協力は，国際協力事業団を通じて ， この
観測所につい て，専門家派遣，カウンター パ ー ト
受入れ及び観測 体制の援助を行う。その後は，同
国が計画している，火山 ，地震，土砂崩壊 等を対象





にE. Parra 火山観測所長が来所 した。
7月27日
火 山 観測 所外 観








より ，①火山を知 る 研究② 火山と生きる












第 6 次地震予知計画まと ま る
昭和64年度から始まる，第6次地震予知 計画の









1 . 長期的予知に有効な観測研究 (1)連続観測
： 微小地震観測 (2)機動型観測 ： 陸上総合観測
(3)海底諸観測 (4)基礎調査：地殻活構造の調査，
史料地震学的調査 2 . 短期的予知に有効な観
測研究 (1)地殻変動連続観測 ： ボアホー ルによる
複合観測 (2)地震観測 (3)地球電磁気観測 (4)首
都圏における地震予知のための観測研究 ： 深井戸
観測，G P S 等の活用 3 . 地震予知の基礎研
究の推進と新技術の開発 (1)岩石破壊実験 (2)地
殻応力の測定 (3)地殻構造 ： 物性の調査 ・ 研究
(4)内陸地震に関する基礎的研究 (5)新技術の開発
研究
第 4次火山噴火予知計画まと ま る
昭和64年度から始まる，第4 次火山噴火予知計







動的過程を的 確に把握する ことにより ，火山噴火
予知の実用化を目指している。
当セ ン ターに関係する項目は次のとおり。
1 . 火山観測研究の拡充強化 (1)活動的で特に重
点的に観測研究を行う火山 （伊豆大島， 三宅島）
(2)活動的火山及び潜在的爆発活力を有する火山
（硫黄島，富士山，那須岳） 2 . 火山噴火予
知手法等の開発の推進 (1 )火山専用空中赤外映像
装置の製作及び試験観測 (2)火口近傍地殻活動，
地中電波の試験観測，ハ イ ドロ フォ ン海域観測，
地球観測衛星デー タを利用した火山活動評価手法
の開発 (3)各種観測デー タ即時処理 ・ 解析システ
ムの研究開発 3 . 火山活動機構等の基礎的研
究の推進 ： 物理学的探査による富士山等の浅部地














km以深には4回発生 している。 7月 7 日から15 日
にかけて新島の東 方，約10 kmの辺りで群発活動が
あり ，23個の地震が 観測された。 7 日に 1 個，13
日に 17個，14日 に3 個，15 日に2 個観測された。
最大地震は 7月 13日のM3 .6である。
1988. 7 .  20 F. J. Sw anson （米国農務省山
林部地質研究官） 日米非エネルギ ー ・地すべり 分
野の協力に関する情報交 換のため
1988. 7 .  22 � 7 .  28 塚原弘昭 （第2研究部
地震地下水研究室長） 米国 ：地下構造の地 球物理
学的評価及び水圧破 壊実験等のため
1988. 7 .  27� 7 .  28 E. Pa rra (コロン ビ
ア国火山観測所長） 我が国との研究協力の実施の
検討のため
［ 7月 17日（日）フジ ( 8 チャンネル） 5 時45 分 「て
れび博物館」集中 豪雨
21日（木）NH K ( 1 チャンネル）20時
都市における局地的豪雨の発生と ヒ
ートアイラン ドの関係について
28日（木）NH K ( 1 チャ ンネル）21時 ニュ
ー スToday 富士山の火山活動
ヘッドライン1







18日（月）毎日 ：地震の巣ヘメ ス 「タルタロス
計画」
8月 2 日伏）日経 ： 前ぶれなく 「有感」異例の発
刊行物案内
生パター ン 伊豆群発地震
防災科学技術 号 旧召和紛年7 月 ) ア ィ
スキ ャップは語る． GP S について ．国際 自然災
害軽減の1 0年に向けて．日米 非エネルギ ー 分野に
おける科学技術協力 「雪・雪崩の制御および地す
べりの予知・制 御の研究」について．地震前兆パ
ラメー タと警報レベルの研 究について ．20年を迎











8月 1 日 米国バー ジニア州立大学建築・都市
工学部副学部長
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